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当院は、急性期入院加療・救急・がん診療を三本柱とした診療を
登録医の先生を中心とした連携によって展開しています。
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基　本　方　針
１　患者さんの安全と安心を第一に考える医療を提供します
２　患者さんの権利を尊重し、思いやりのある医療を実践します
３　科学的根拠に基づく質の高い医療を提供します
４　地域の方々と勤労者の健康管理を支援します

年頭のご挨拶新年のご挨拶

コロナ前中後の病院医療と連携
　政治とは大規模な医療である。
　19世紀後半に活躍した著名な病理学者で政治家でもあっ
たルドルフ・ウイルヒョーの至言です。公衆衛生から実地
臨床そして医療・介護連携を含め2020年ほどこの言葉が当
てはまる年があったでしょうか。新型コロナウイルス感染
症（コロナ）について日本での公式な第一報は、令和２年１
月６日の国立感染症研究所まとめで、中国武漢市で原因不
明肺炎59例（うち７例は重症）が確定され死亡例なく、発症日は2019年12月12日―
29日の間、感染経路は不明、ヒト―ヒト感染の明らかな証拠はない、医療従事者
における感染例も確認されていない、というものでありました。
　それから1年。医療関係者を含めたほとんどの国民の甘い予想を尻目に、日本
そして世界は多数の感染者そして犠牲者を出してしまい、今も医療崩壊の危機に
瀕しているといって過言では有りません。この小文が日の目を見る頃も終息の見
通しはついていないでしょう。
　当院も、ほとんどの医療そして介護施設の皆様同様、コロナにより多大なダメ
ージを受けました。そしてコロナ対応のため、帰国者接触者外来、発熱患者の外
来の設置、救急医療、検査、手術そして入院診療体制などを大幅に調整や削減を
余儀なくされました。受診差し控えや院内感染防止の徹底、面会謝絶など一般診
療を通常通り継続することは困難で対策も容易ではないことも事実でした。その
ため連携施設の皆様そして地域住民、患者様の方々に多大なご迷惑をおかけしま
したことに衷心深謝したく存じます。
　当院は地域医療支援病院、がん診療連携拠点病院、二次救急当番病院、災害拠
点病院、臨床研修病院、専門医研修基幹病院などの役割を担い、最近地域包括ケ

院長　徳村 弘実



2

ア病棟を加えそして念願の総合診療科を新設して幅広い診療を展開しています。　
　また、当機構の政策医療として労災疾病等に関する予防から診断、治療、リハ
ビリテーション、職場復帰に至る一貫した高度・専門的医療の提供、治療就労両
立支援、労災疾病研究の開発・普及を行っています。職員としての基本理念は、
病める人々を愛する、向上、勤労を愛し病院を愛するというステートメントを謳い、
患者さんの立場と視点を重視した満足と納得の得られる診療、診療現場において
は職員一人ひとりが患者のために身も心も寄り添うような医療を提供することで
す。この実現のため対患者のみならず職員間のコミュニケーションの重要性と職
員の人間性の涵養を図っています。実績としては、手術件数は4,000件以上、救急
車受入台数を3,500台、現在、27診療科、７つのセンターを擁しています。同時に、
医療での病床機能の適切な配分について策定しつつ地域包括ケア病棟を増床し院
内のポスト急性期患者だけでなく、高齢者が施設や自宅で安心して暮らせるよう
サブアキュートの患者や障害者の方々のレスパイトにも役立つ運営をして地域包
括ケアシステムに貢献すべく組織づくりをしています。このような実績を果たす
には前方・後方連携を担っていただいている登録医そして連携施設の皆さんのご
厚誼があったればこそと感謝申し上げます。コロナ前の病院医療を取り巻く問題
は、コロナ後も引き続き真剣に取り組まなければならないでしょう。まず国家そ
して地域として医療提供体制をどうするかですが、具体的には超高齢化社会の対
応、医療費の抑制、働き方改革、医療の質向上と安全、そして地域医療構想、地
域包括ケアシステムの構築を図らなければなりません。このような将来に向けて
の医療・福祉の国家的規模の大改革のうねりの中で当院の果たす役割は決して小
さくありません。多様な連携を図らせていただきながら地域の基幹病院として急
性期医療に徹底するとともに、コロナ対策と一般診療の両立をさせながら患者様
の診療に邁進し、職員の健康に合わせて留意していきたいと存じます。最後ながら、
コロナの一日も早い終息と通常診療が戻る日を待ち望むとともに連携医療・介護
施設の皆様の益々のご清祥を祈願致します。
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日本外科学会専門医・指導医

日本内視鏡外科学会 技術認定取得者（消化器・一般外科領域） 

日本消化器外科学会 消化器外科専門医・指導医

日本消化器病学会専門医・指導医

日本胆道学会 認定指導医

日本整形外科学会整形外科専門医

日本リウマチ学会リウマチ専門医

日本骨粗鬆症学会認定医

労働衛生コンサルタント（保健衛生）

　当院は、患者様の負担の少ない内視鏡（腹腔鏡）下手術を先駆的に積極的に取り入れま

した。一方で難易度が高いため質の高い医療を維持しながら症例を重ねてまいりました。

胆石症、胆嚢炎、ヘルニア、胃癌、大腸癌、虫垂炎手術など５千例を超える手術経験から、

宮城県のみならず、全国でも屈指の本手術の専門施設となっています。

　内視鏡下手術センターは、地域医療における内視鏡下手術の中核と自覚し、新しい術

式の導入や定型化など、先進的に腹腔鏡下手術のさらなる拡充を行ってまいりました。

またチーム医療に徹し、専門性の高い診療を行うことにより、 これまでに日本内視鏡外科

学会の技術認定医を７名輩出しております。

　当院では、現在、技術認定医の資格を有する医師が５名おり、徳村 弘実 病院長をはじ

め、松村直樹（大腸）、野村良平（ヘルニア・肝胆膵）、武藤満完（肝胆膵）、本山一夫（胃）

がそれぞれの専門領域で責任をもって診療を行っています。地域がん診療連携拠点病院

としての当センターは、良性疾患も含め、消化器内視鏡センター、化学療法センターと

も協力し、どの治療が一番患者様に適した治療かを検討した上で治療を行うこととして

おります。患者様中心に、一人でも多くの方々に最善の治療を享受し、期待を裏切らな

い医療を実践することを心掛けております。

　当院の整形外科は、東北地区でいち早く人工股関節手術及び人工膝関節手術を導入し

た実績があります。なかでも人工関節置換術は、2010年以降、年間手術件数が毎年300

件を超えており、東北地区では有数の実施件数を誇っています。人工関節置換術は、軟

骨の摩耗などによって悪くなった関節部分の骨を取り除いて、金属やポリエチレンなど

の人工関節に置き換える治療法で、関節の痛みの原因をすべて取り除くため、手術後は

痛みのない日常生活に戻ることが可能となります。

　人工関節センターは、人工関節を中心とした手術治療を効率よく効果的に提供するた

め設置されました。バイオクリーンルーム２室を完備した手術室や、骨の保存庫として

の機能を持つボーンバンク、仙台市内でも最大級の広さと人員を誇るリハビリテーショ

ン室など、高度な設備と技術で早期治療、早期社会復帰をサポートしています。

主な検査・医療機器：ＭＲI２台、超高速マルチスライスＣＴ２台、３Ｄ医用画像解析ワー

クステーション、骨密度測定器、外科用２方向イメージ、高性能脊

椎手術用顕微鏡、高性能関節鏡、人工関節手術用クリーンルーム２

室

　　■　　内視鏡下手術センター

　　■　　人工関節センター

当院の専門センター紹介

センター長

内視鏡外科部長

松
まつ
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　直
なお

樹
き

センター長

関節外科部長
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当院における新型コロナウイルス等感染対策
新型コロナウイルス等感染対策のため、入院患者さんへの面会

を禁止させていただいております。

◎身の回り品の受け渡しは、13：30～17：00の間に対応いたし

ます。ご来院の際は病棟デイルームのインターホンでお知ら

せください。

◎院内では手指衛生とマスク着用の徹底をお願いします。

　ただし、以下の問診内容に該当する項目がある場合は来院を

ご遠慮ください。

□新型コロナウイルス感染者と接触した可能性がある。
　①新型コロナウイルス感染者と直接的・間接的に接触した

　②発熱前２週間以内に流行地域を訪問した

　③発熱前２週間以内に夜間繁華街で飲食した

　④発熱前２週間以内に50人以上の集会・イベントに参加した

　⑤発熱前２週間以内に３密の状態で30分以上過ごした

□新型コロナウイルス感染を疑う症状がある。
　①激しい咳・もしくは息苦しさがある

　②のどに強い痛みがある

　③胸痛がある

　④体温の上昇が持続している

　⑤強い倦怠感がある

　⑥匂いや味を感じない

　⑦下痢や吐き気がある

　上記の症状の患者さんに対しては診察前に病院北側の入り口でSARS-CoV2抗原検査もしくは

ＰＣＲ検査を実施しております。

　つきましては、おいでになる患者さんには以下の点をお伝えくださいますようお願いします。

●病院到着時は建物にお入りにならず　代表番号　022-275-1111にお電話をくださり、

　「〇〇クリニックから発熱外来でご受診」とお伝えください。

●正面玄関からでなく、病院北側入り口へおいでいただきます。（担当者が電話で対応いたします。）

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、当院正面玄関入口にて、来院

者全員の体温測定を、令和２年４月６日（月）から実施させていただきます。

ご来院の皆さまにはご不便をおかけいたしますが、感染防止のためご理解と

ご協力をお願いいたします。なお、３７．５℃以上の発熱が続いている場合は、

来院をお控えいただき、「宮城県・仙台市健康相談窓口」に相談し、直接来院

をお控えいただくよう、併せてお願い申し上げます。

下記に該当する方は直接受診せず、まずは宮城県の相談窓口に連絡し医療機

関を受診してください。

　・３７．５℃以上の発熱

　・流行地への訪問

　・新型コロナウイルスの罹患者もしくは疑いのある人と接触した

　・呼吸器症状（咳・たん・のどの痛み・呼吸苦など）がある

宮城県・仙台市健康電話相談窓口（コールセンター）

　　　　電話番号：022-211-3883，022-211-2882

　　　　受付時間：24時間対応

検温ご協力のお願い
Fever check

　　体温計による検温を
　　お願いしております。
　　All guests are required to complete a
　　temperature check prior to entrance

新型コロナウイルス感染拡大防止への
ご協力をよろしくお願いいたします。

新型コロナウイルス感染拡大防止

面会禁止
継続中

◎身の回り品の受け渡しは、
　13:30〜17:00の間に対応いたします。
　ご来院の際は病棟デイルームのインターホ

ンでお知らせください。

◎院内では手指衛生とマスク着用の徹底をお
願いします。

◎ただし、37.5度以上の発熱や風邪症状、
　味覚・嗅覚異常などがある場合は来院を
　ご遠慮ください。

皆様のご理解とご協力をお願いいたします
令和２年７月13日

東北労災病院長

発熱患者、または肺炎患者紹介時のお願い
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　2020年４月に副院長を拝命しました脳神経外科・脳卒中科の柏原と申します。コ

ロナ禍の元に医療業界が大変な時期に指名されたことには大変な緊張と責任を感じ

ております。副院長としては力の足りない点が多々あると思いますが精一杯頑張り

ますのでよろしくお願いいたします。副院長としては現在のところ医療安全管理、

倫理委員会、医療情報管理などを主に担当しております。

医療安全については　社会的な要請が従来とは比べ物にならないほど大きく病院に求められております。適切

な医療を明快な説明と同意のもとに施行し納得の得られる医療を提供するという病院の使命は必須のものと全社会

的にも認知されてきております。そのために院内的には医療安全対策委員会を設けて、常に標準的医療から逸脱し

た医療行為が行われていないか、期待される結果が得られなかった症例に問題はなかったか、などを院内でモニタ

リングしながら問題点がある症例には医療安全対策委員会として早期に介入できる様に配慮しております。また問

題症例の検証を様々なスタッフを交えて行い、その都度検証報告書を作成し、それに基づく運用規則の改定や問題

点の啓発等に努めております。また国の日本医療安全調査機構の方針に基づいて該当症例について報告する様努め

ております。医療は先に結果が確定しているものではなく、治療開始時には常に不確定性を孕んでおり、我々医療

者がどんなに懸命に努力しても意図しない経過をたどることも稀ならずありますが、その様な時に患者様やご家族

に納得いただけるためには、やはり「適切な説明と同意」が必須です。その意味でも医療の技量の確保と説明と同意

は医療安全の両輪と考えて日々委員会活動を行なっています。

また、医療における倫理的側面について、終末期医療については、そもそもの基本的治療方針や考え方につ

いて、胃瘻の造設や中心静脈栄養の施行、さらには人工呼吸器の装着などの問題、尊厳死の問題やDNARなどなど

まだ社会的コンセンサスが得られていないことが多々あります。その他にもパワハラ、モラハラなど実際の症例を

目前にして倫理的な判断が問われるケースも増えてきており個々の医療者が判断に窮する場面も多くなってきてい

ます。そこで従来は臨床研究の倫理審査を主に行なっていた倫理委員会の下部組織として臨床倫理コンサルティン

グチームを立ち上げました。ここでは研究倫理とは別に、実臨床の様々な場面での倫理的判断が問われるケースに

ついて医療チームのスタッフからのコンサルトを受け付けて、コンサルティングチームが倫理的側面からのアドバ

イスを行うというチームです。まだ始まったばかりの取り組みでチームスタッフも不慣れで十分な成果を出せてい

ない現状ですが、今後実績を少しずつ積み上げて臨床現場の役に立つチームにしていこうと努力しております。

さらに情報管理においては、電子カルテを通して医療情報の一元的管理による情報共有化と業務の標準化を実

現し医療の質を担保することを目標に日々電子カルテの改修や修正に努めています。また電子カルテとインターネッ

トとの連携やクラウドの使用など技術の進歩に沿ってシステムが陳腐化しない様努力しています。以上微力ながら

東北労災病院の医療の向上に貢献すべく努力したいと思っておりますのでよろしくお願いいたします。

副院長就任のご挨拶
副院長　
脳神経外科・脳卒中科部長

柏
かしわ

原
ば ら

　茂
し げ

樹
き

●医療安全
●倫理
●医療情報管理
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当院の診療体制
部　　　署 氏　　　　名 部　　　署 氏　　　　名 部　　　署 氏　　　　名

院 　 　 長 徳　村　弘　実 呼 吸 器 外 科 保　坂　智　子 リハビリテーション科 小　松　恒　弘

副
　
院
　
長

消 化 器 内 科 大　原　秀　一
リ ウ マ チ 科

畠　山　　　明
放 射 線 診 断 科

濱　　　　　光
呼 吸 器 内 科 三　浦　元　彦 加　藤　一　郎 大　中　祐　太
肝 臓 科 阿　部　直　司

心 療 内 科
町　田　貴　胤 放 射 線 治 療 科 田　邊　隆　哉

整 形 外 科 信　田　進　吾 町　田　知　美
病 理 診 断 科

岩　間　憲　行
脳 神 経 外 科 柏　原　茂　樹

小 児 科
千　葉　　　靖 中　山　文　恵

総 合 診 療 科 小　山　二　郎 高　柳　玲　子

麻 酔 科

岩　川　　　力

胃腸内科(消化器)

濱　田　史　朗 沼　田　美　香 小　島　晶　子
小　島　康　弘

外 　 　 科

成　島　陽　一 山　本　庸　子
白　木　　　学 松　村　直　樹 東海林　秀　幸
齋　藤　晃　弘 野　村　良　平 小　野　ゆき子
近　藤　　　穣 本　山　一　夫 灰　谷　あずさ
半　田　朋　子 平　嶋　倫　亮

歯 　 　 科
永　井　浩　美

玉　渕　泰　史 佐　藤　　　馨 塚　田　　　甲
清　水　貴　文 名久井　佑　子

健 診 部
今　岡　洋　一

斎　藤　紘　樹 佐　藤　亜　美 長　澤　美　穂
武　田　瑶　平

大 腸 肛 門 外 科
高　橋　賢　一 検体検査管理者 佐　藤　克　巳

佐　藤　　　拓 羽根田　　　祥

研修医師（２年次）

伊　藤　圭　祐
山　口　貴　之

乳 腺 外 科
本　多　　　博 田　村　龍　史

加　藤　彩　佳 千　年　大　勝 渡　部　康　也

肝 臓 科(消 化 器)
小　林　智　夫

救 急 科
赤　田　昌　紀 岡　﨑　俊　樹

山　川　　　暢 武　藤　満　完 李　　　邱　平

糖尿病・代謝内科

鴇　田　　　藍 関 節 外 科 小　河　裕　明 浅　野　優美愛
中　村　麻　里

脊 椎 外 科
日下部　　　隆 草　野　雄　矢

久　野　春　奈 松　谷　重　恒

研修医師（１年次）

小　松　史　怜
今　野　陽　介 大野木　孝　嘉 鳥　越　梨　奈

循 環 器 内 科

田　中　光　昭

整 形 外 科

奥　野　洋　史 松　田　美　鈴
髙　橋　貴久代 八　田　卓　久 亀　山　悠　宇
宇　塚　裕　紀 佐　藤　　　諒 村　上　真　之
珠　蘭　其其格 穴　井　元　康 牧　野　裕　大

高 血 圧 内 科
宗　像　正　徳 脳 神 経 外 科 高　橋　智　子 宍　戸　明　衣
金　野　　　敏

皮 膚 科
谷　田　宗　男 瀬　川　康二朗

腎 臓 内 科 神　田　　　学 國　方　なぎさ 佐　藤　佳　衣

腫 瘍 内 科
丹　田　　　滋 武　田　佳　奈 久　保　龍　大
森　川　直　人

泌 尿 器 科

浪　間　孝　重
緩 和 ケ ア 内 科 小笠原　鉄　郎 阿　部　優　子

呼 吸 器 内 科

榊　原　智　博 櫻　田　　　祐
田　代　祐　介 梅　本　秀　俊
中　村　　　優

眼 　 　 科
植　松　　　恵

大　塚　竜　也 髙　橋　成　奈
谷　津　年　保

耳 鼻 咽 喉 科

渡　邊　健　一
伊　藤　あゆみ 織　田　　　潔
阿　部　武　士 鵜　沼　むつ貴
鈴　木　令　子 小　泉　祥太郎

石　垣　賢　人

令和３年１月１日



東北労災病院 外来診療担当表（令和３年１月４日）

　　　 独立行政法人 労働者健康安全機構 東北労災病院
〒981-8563　宮城県仙台市青葉区台原4-3-21

受付時間　8：15～11：00
代表電話 022-275-1111　代表FAX 022-275-4431

地域医療連携センター
直通電話 022-275-1467　直通FAX 0120-772-061

曜日
科/部門 月　曜　日 火　曜　日 水　曜　日 木　曜　日 金　曜　日

特殊外来・各種教室等
名称 曜 時間

総合診療科 小　山　二　郎 小　山　二　郎 小　山　二　郎 小　山　二　郎 小　山　二　郎 完全予約制

内
　
　
　
　
科

胃腸内科

白　木　　　学 浜　田　史　朗 小　島　康　弘 浜　田　史　朗
齋　藤　晃　弘 武　田　瑶　平 近　藤　　　穣 白　木　　　学 近　藤　　　穣
斎　藤　紘　樹 山　口　貴　之 半　田　朋　子 清　水　貴　文 佐　藤　　　拓

大　原　秀　一 大　原　秀　一

内視鏡
上部 大　原　秀　一 

浜田/近藤
大　原　秀　一 

近藤/半田
大　原　秀　一 
浜田/齋藤(紘)

大　原　秀　一 
近藤/半田/山川/武田

大　原　秀　一 
浜田/齋藤(晃)/玉渕/清水　　　　　　　　　　 

下部  小島/清水　 小島/白木 白木/玉渕/武田 小島/齋藤(晃)/齋藤(紘) 白木/半田/武田

肝臓科
小　林　智　夫 阿　部　直　司 阿　部　 直　司 阿　部　直　司 外来担当医
山　川　　　暢 山　川　　　暢 小　林　智　夫

腫瘍内科 森　川　直　人 丹    田     　滋 丹   田　   　滋 森　川　直　人 丹    田     　滋 院外新患は毎週月・木・金曜日
の午後(予約制)

緩和ケア内科 小笠原　鉄郎11:00～12:00 小笠原　鉄郎9:00～12:00 小笠原　鉄郎11:00～12:00 小笠原　鉄郎9:00～12:00 小笠原　鉄郎11:00～12:00
糖尿病・
代謝内科 今野　陽介（登録医新患）　 鴇田　　藍（登録医新患） 中村　麻里（登録医新患） 今野　陽介（登録医新患）　 鴇田　　藍（登録医新患）

循環器内科　　　　　　
田中　光昭（新患）

高　橋　貴久代
宇塚　裕紀(新患) 田中　光昭（新患）

田中　光昭（新患/第1･3･5）
宇塚　裕紀(新患/第2･4)

高橋　貴久代（再来） 田中　光昭(再来） 宇塚　裕紀(再来) 高橋　貴久代(再来)

高血圧内科 金　野　　　敏 宗　像　正　徳 宗像（第2・4）、金野（第1・3・5） 
（院外新患のみ） 宗　像　正　徳 金　野　　　敏

腎臓内科 神　田　　　学 神　田　　　学 毎週木曜日・全日不在　　　　　　　　　　　　　　　　　

呼吸器内科

三　浦　元　彦 榊　原　智　博 田　代　祐　介 三　浦　元　彦 榊　原　智　博 喘息外来 
(予約制） 月 14:00～

15:00

田　代　祐　介 大　塚　竜　也 中　村　　　優 中　村　　　優 大　塚　竜　也 重症喘息外来 
(予約制） 木 14:00～

15:00

谷　津　年　保 伊　藤　あゆみ 谷　津　年　保 禁煙外来 
 (完全予約制) 火 14:00～

16:00
呼吸器外科 保　坂　智　子 保　坂　智　子

心療内科
町　田   貴　胤 町　田   貴　胤 町　田　貴　胤 町　田　貴　胤 町　田　貴　胤 新患は火・水曜日のみ

完全予約制町　田   知　美 町　田   知　美 町　田　知　美 町　田　知　美 町　田　知　美

小 児 科

千　葉　　　靖 千　葉　　　靖 高　柳　玲　子 高　柳　玲　子 千　葉　　　靖 午後診（すべて予約制）
乳児健診(小島）：木曜14：00〜
乳児健診（及川)：
月・金曜14:00〜【不定期】
予防接種：火・木曜14：00〜
腎臓外来（千葉靖）：木曜14：00〜

高　柳　玲　子 沼　田　美　香 沼　田　美　香 小　島　三千代 沼　田　美　香

及川　智子(不定期) ― 及川　智子(不定期)

外
　
　
　
　
科
　
　
　
　
　

消化器外科
成　島　陽　一 成島　陽一（新患のみ） 松　村　直　樹 徳　村　弘　実 成　島　陽　一

ヘルニア外来：月・水・木 
胆石外来：月・火・水・木                                                        
胃外科：水（受付14時まで） 
ストーマ外来：火曜午後予約制 
 
※乳腺外科:月・火・木・金の午後は                            
新患のみで予約制

野　村　良　平 本　山　一　夫 野村　良平／平嶋　倫亮 武　藤　満　完
佐　藤　　　馨

大腸肛門外科
高　橋　賢　一
羽根田　　　祥

乳腺外科 本　多　　　博 ※本多　博(午後新患のみ) 千　年　大　勝(第1週)　　　
吉田　清香(第2週以降)

（午前）　本　多　　　博　　　　　　　　　　　
（午後）　千　年　大　勝

整
形
外
科

関　　節

信　田　進　吾 小　河　裕　明 ①信　田　進　吾 小　河　裕　明 信　田　進　吾 ①信田進吾　第３水曜日　午後不在
奥　野　洋　史 奥　野　 洋　史 ②小　河　裕　明 奥野　洋史(午前のみ) ②小河裕明　第４火曜日　午後不在
佐　藤　　　諒 八田　卓久(午前のみ) 佐　藤　　　諒 八　田　卓　久
八　田　卓　久 ―

脊　　椎
日下部　　　隆 ※①日下部　　　隆 日下部　　　隆

※①日下部隆　第２・４木曜　午後不在
※②松谷重恒　第１・３木曜　午後不在松　谷　重　恒 ※②松　谷　重　恒 松　谷　重　恒

大野木　孝嘉(午前のみ) 大野木　孝嘉 (午前のみ) 大野木　孝嘉 (午前のみ)

脳神経外科・脳卒中科
柏原　茂樹(午前) 柏原　茂樹(午前) 柏原　茂樹(午前) 柏原　茂樹(午前) ※月・木・金曜の午後の受付は

14:00まで高橋　智子(午後) 高橋　智子(午後) 高橋　智子(午後)
老年内科 佐藤　琢磨（第1・３週のみ） 第2･4･5週は心理検査のみ【完全予約制】

皮膚科
谷　田　宗　男 武　田　佳　奈 谷　田　宗　男 國　方　なぎさ 谷　田　宗　男 ※ 水 曜 受 付10：00ま で【 手 術 日 】　                                                                                

※月・火・木午後検査(予約制）國　方　なぎさ ― 國　方　なぎさ 武　田　佳　奈 國　方　なぎさ

泌尿器科
阿部　優子（新患） 浪　間　孝　重 浪　間　孝　重 櫻　田　　　祐 新患担当医
浪　間　孝　重 島谷　蘭子(新患) 島谷　蘭子(新患) 梅本　秀俊(新患) 阿　部　優　子

産婦人科 ― ― 女性担当医師 ― ― 毎週水曜日のみ診療　完全予約制　

眼　　科
植　松　　　恵 植　松　　　恵 植　松　　　恵 植　松　　　恵 植　松　　　恵 ※月曜日 （受付10時まで）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

※火・木曜日　手術日（受付10時まで）
※水・金曜日 午後検査 (予約制） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

髙橋　成奈(午前のみ) 髙　橋　成　奈 髙　橋　成　奈 髙　橋　成　奈 髙　橋　成　奈
東北大学医師(午前のみ) ― ― ― ―

耳鼻咽喉科

渡　邊　健　一 渡　邊　健　一 渡　邊　健　一 渡　邊　健　一 渡　邊　健　一
手術日　月・水・金　                         　
再来予約制

舌下免疫療法：木曜午後
（完全予約制）

織　田　　　潔 織　田　　　潔 織　田　　　潔 織　田　　　潔 織　田　　　潔
鵜　沼　むつ貴 鵜　沼　むつ貴 鵜　沼　むつ貴 鵜　沼　むつ貴 鵜　沼　むつ貴
小　泉　祥太郎 小　泉　祥太郎 小　泉　祥太郎 小　泉　祥太郎 小　泉　祥太郎
石　垣　賢　人 石　垣　賢　人 石　垣　賢　人 石　垣　賢　人 石　垣　賢　人
入間田　美保子 ― 大　山　健　二 大　山　健　二 ―

リハビリ科
小　松　恒　弘 心リハ外来 心リハ外来 小　松　恒　弘 心リハ外来

※外来院内紹介は午前のみ 
※東北大学医師(第5を除く)

放射線治療科 田　邊　隆　哉　 田邊　隆哉(新患) 田　邊　隆　哉 田　邊　隆　哉 田邊　隆哉(新患) 完全予約制　(要電話予約)

リウマチ科
― 畠　山　　　明 畠山　　明（新患） 畠　山　　　明 ―

完全予約制
新患は電話で予約加　藤　一　郎 加藤　一郎（新患） 加　藤　一　郎 ― 加　藤　一　郎

― ― ― 太　田　宗　夫 ―

歯　　科
永　井　浩　美 永　井　浩　美 永　井　浩　美 永　井　浩　美 永　井　浩　美

完全予約制
塚　田　　　甲 塚　田　　　甲 塚　田　　　甲 塚　田　　　甲 塚　田　　　甲


